
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書は，アフリカのカラハリ砂漠に暮らす狩猟採集

民サンについて，著者の今村薫が１９８８年から１９９８年

までにおこなった生態人類学的な研究の成果をまとめ

たものである。著者が調査をおこなった地域では，田

中二郎（京都大学名誉教授）が１９６７年に調査を開始し，

続いてさまざまな専門分野の日本人研究者による研究

が数多くおこなわれてきた。そのなかで著者は，サン

の女性による生業活動の行動学的な側面に注目してお

こなった詳細な調査をもとに，サンの人びとの生業活

動の中核をなす「すべてを分かち合うシステム」(=シェ

アリング・システム)の動態を見事に描きだした。それ

は，これまでの男性中心的な立場にたって描かれてき

た狩猟採集民サンの平等主義をあらたにとらえなおす

ものであった。この点において著者は，狩猟採集民サ

ンについての生態人類学的研究にあらたな見解をもた

らしただけではなく，アフリカに暮らす人びとの生活

世界を分析検討するうえで，女性の視点にたって生業

活動を行動学的な側面から理解することの重要性を提

起したといえる。 

 本書は４部９章で構成されている。「はじめに」でふ

れられているように，第１部から第２部，第３部へと

読みすすめるにつれて，著者がフィールドで学んでい

ったのと同じように，サンの女性たちの採集や調理な

ど目に見える活動から，彼女たちの儀礼や世界観など

不可視の部分について理解をふかめていくことができ

る。 

「第１部 自然資源の共有」は三つの章で構成されて

いる（第１章：採集活動，第２章：協同と配分，第３章：

同調行動の諸相）。ここではサンの女性たちが，ともに

採集活動におもむき，採集したものをわかちあう姿が

詳細なデータに基づいて描かれている。 

「第２部 原野に生きる体験」は二つの章で構成され

ている（第４章：乾季の別れ，雨季の再開，第５章：

エランドを踊った日―女性の一生）。第２部は，第１部

とはうってかわり，乾いた大地に暮らすという経験を，

季節の移り変わりや女性の人生における節目と，サン

の女性たちの語りを手がかりにして理解することをこ

ころみている。 

「第３部 身体資源の共有」は三つの章で構成されて

いる（第６章：通過儀礼，第７章：社会関係の軋轢と儀

礼，第８章：ザークと民族生殖理論）。第３部は，フィ

ールドワーク中に著者が遭遇した事例をもとに，サン

の人びとの通過儀礼や彼/彼女らの消極的な感情（嫉妬

や妬み）への対処の仕方，さらには生命の誕生にかかわ 

 

 

る生殖理論について検討している。 

 読者は「第４部 自然から制度へ」を読んで，サンと

いう人びとが平等主義的な狩猟採集社会に生きている

というよりも，自由闊達にそして与え手も受け手もわ

かちあいを拒否（もしくは放棄）できるコミュニティの

なかで生きていることを再確認するだろう。生態人類

学的な研究では，生産から消費にいたる過程を理解し

ようとする際に，分配における互酬性や，物質の平準

化を前提にして解釈する傾向があった。だが本書は，

著者がフィールドで経験した，ものばかりではなく行

為も共有されている場面のデータを淡々と示すことに

よって，定型化された解釈枠組みから逃れることに成

功している。その点において，本書に掲載されている

さまざまなデータには，これからフィールドワークを

おこなう学生にとって，既存の解釈をくつがえすデー

タ収集のためのヒントがかくされているといえるだろ

う。残念ながら本書は，１９９８年以降にこの地域（カデ

地区）に暮らすサンたちが経験したさまざまな変化に

ついてはふれられていない（１９９８年以降の彼らの生活

については２０１０年に出版された丸山淳子の著書を読

むことをおすすめする）。だが，１９９８年以降にサンの

人びとが直面しているさまざまな変化やそれへの対応

は，言うまでもないが，これまでのサンの人びとがつ

みかさねてきた生活実践の文脈にそって生じているこ

とである。その点において，本書があきらかにしたサ

ンのシェアリング・システムは，私たちと同じ時代を

生きるサンやアフリカの狩猟採集民が直面している社

会的な変化を理解し，今後の変化の方向性を考察する

うえで不可欠なものであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（金子守恵／京都大学） 
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